
（
１
）
弓
道
の
授
業
を
行
う
こ
と
に
な

っ
た
経
緯

私
が
初
め
て
弓
道
の
授
業
を
行
っ

た
の
は
、
前
任
校
で
あ
る
岩
手
県
奥

州
市
立
東
水
沢
中
学
校
で
あ
っ
た
。

学
校
の
す
ぐ
隣
に
は
市
営
の
弓
道
場

が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
い
う
絶
好
の

環
境
に
あ
り
、
私
自
身
、
弓
道
経
験

が
あ
る
（
四
段
）
こ
と
に
加
え
、
水

沢
弓
道
会
の
先
生
の
ご
支
援
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
、
授
業
の
実
施
が

実
現
し
た
。
こ
の
時
は
、
選
択
授
業

と
い
う
こ
と
で
約
20
名
ほ
ど
の
生
徒

を
男
女
共
習
と
い
う
形
で
、
週
１
回
、

年
間
約
20
時
間
の
授
業
を
行
っ
た
。

は
じ
め
は
道
場
が
な
け
れ
ば
弓
道

の
授
業
は
成
立
し
な
い
と
考
え
て
い

た
が
、
平
成
19
年
度
に
教
員
研
修
セ

ン
タ
ー
主
催
の
子
ど
も
の
体
力
向
上

指
導
者
養
成
研
修
（
弓
道
）
に
参
加

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
指
導
法
や
授
業
の

あ
り
方
に
つ
い
て
学
び
、
道
場
と
い

１は
じ
め
に

う
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
授
業
を
工
夫

改
善
す
る
可
能
性
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
年
に
現
在
勤
務
す
る

中
学
校
へ
転
勤
し
た
の
だ
が
、
前
任

校
の
よ
う
に
弓
道
場
が
近
く
に
な
か

っ
た
も
の
の
、
弓
具
や
環
境
を
整
え

れ
ば
い
つ
か
は
授
業
で
弓
道
を
教
え

る
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
と

考
え
た
。

平
成
20
年
12
月
、
全
日
本
弓
道
連

盟
武
道
必
修
化
対
策
委
員
の
高
橋
良

子
先
生
か
ら
「
授
業
を
実
践
し
て
み

な
い
か
」
と
い
う
お
話
を
い
た
だ
い

た
こ
と
も
あ
り
、
学
校
長
の
許
可
を

得
て
実
施
の
方
向
で
計
画
を
進
め
る

こ
と
に
な
っ
た
。

（
２
）
環
境
整
備
に
つ
い
て

環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、
次
の
５

つ
の
取
組
み
を
行
っ
た
。

①
授
業
を
実
施
す
る
場
所

本
校
に
は
第
１
体
育
館
（
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
２
面
ほ
ど
の
広

さ
）
と
第
２
体
育
館
（
剣
道
場
、
柔

道
場
そ
れ
ぞ
れ
１
面
と
れ
る
広
さ
）

が
あ
る
。
生
徒
の
安
全
確
保
の
た
め

に
、
よ
り
広
い
第
１
体
育
館
で
実
施

し
た
。

②
安
土
あ
づ
ち

第
２
体
育
館
に
置
い
て
あ
る
古
畳

を
使
用
し
た
。
授
業
前
の
空
き
時
間

を
使
っ
て
、
体
育
館
の
壁
に
均
等
に

並
べ
た
。

③
弓
具

当
初
、
水
沢
弓
道
会
や
県
弓
道
連

盟
か
ら
借
用
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

全
日
本
弓
道
連
盟
よ
り
奥
州
市
に
弓

具
が
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昨
年
８
月
31
日
、
市
役
所
で
贈
呈
式
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中
学
校
保
健
体
育
の
武
道
必
修
化
に
向
け
て
、
本
校
で
は
平
成
21
年
度
か
ら

弓
道
の
授
業
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
環
境
整
備
、

地
域
の
指
導
者
（
外
部
指
導
員
）
の
要
請
、
弓
具
の
準
備
、
40
人
と
い
う
生
徒

を
指
導
で
き
る
の
か
な
ど
多
く
の
壁
が
立
ち
は
だ
か
っ
た
。
し
か
し
、
全
日
本

弓
道
連
盟
中
学
校
武
道
必
修
化
対
策
特
別
委
員
の
先
生
方
を
は
じ
め
、
岩
手
県

弓
道
連
盟
所
属
の
水
沢
弓
道
会
、
本
校
職
員
な
ど
多
く
の
方
々
か
ら
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
校
に
お
い
て
、

弓
道
の
授
業
は
初
め
て
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
学
習
規
律
が
比
較
的
定
着
し
て

い
る
３
年
生
で
実
践
し
た
。
今
後
の
展
望
も
含
め
て
紹
介
し
た
い
。

弓
道
授
業
の
実
践
報
告
と
必
修
化
の
課
題

■
シ
リ
ー
ズ
■

中
学
校
武
道

授
業
の
充
実
に
向
け
て
箘

岩
手
県
奥
州
市
立
水
沢
中
学
校
教
諭

高
橋
　
崇
子



し
て
い
る
３
年
生
で
行
う
こ
と
に
し

た
。
ま
た
、
外
部
指
導
員
に
お
願
い

し
な
が
ら
授
業
を
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
面
か
ら
、
ま
ず
は
無

理
の
な
い
時
数
に
設
定
し
て
み
よ
う

と
考
え
、
10
時
間
の
扱
い
と
し
た
。

指
導
計
画
と
評
価
計
画
は
資
料
１
の

と
お
り
で
あ
る
。

授
業
の
生
徒
数
は
Ａ
・
Ｂ
組
38
名
、

Ｃ
組
19
名
、
Ｄ
・
Ｅ
組
39
名
で
あ
っ

た
。
弓
具
の
数
と
、
授
業
場
所
の
広

さ
、
指
導
者
の
数
は
充
分
に
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
弓
具

の
管
理
や
準
備
片
付
け
指
導
な
ど
が

計
画
的
に
指
導
さ
れ
な
い
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
混
乱
が
起
こ
り
、
授
業
に
支

障
が
出
て
し
ま
う
と
考
え
た
た
め
、

ま
ず
は
弓
具
の
管
理
計
画
を
立
て
た
。

（
２
）
弓
具
の
管
理
、
安
土
の
準
備
と

片
付
け

ま
ず
、
弓
具
用
の
か
ご
を
用
意
し
、

４
人
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

・
胸
当

て
・
ゴ
ム
弓
な
ど
を
入
れ
、
毎
回
か

ご
に
戻
さ
せ
た
。
弓
具
に
は
す
べ
て

番
号
を
入
れ
、
各
自
の
使
用
番
号
を

覚
え
さ
せ
、
毎
回
同
じ
物
を
使
わ
せ
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が
行
わ
れ
た
。
弓
具
の
保
管
場
所
は

本
校
に
な
っ
た
。

寄
贈
さ
れ
た
弓
具
は
、
弓
20
張
、

矢
100
本
、
ゆ
が
け

40
具
、
胸
当
て
40
枚
、

下
が
け
100
枚
、
79
㎝
色
的
20
枚
、『
少

年
弓
道
』（
ア
リ
ス
館
刊
）
10
冊
で
あ

っ
た
。

④
外
部
指
導
員
へ
の
依
頼

岩
手
県
中
学
校
武
道
必
修
化
対
策

委
員
で
あ
る
水
沢
弓
道
会
の
菅
章
夫

先
生
（
錬
士
五
段
）
が
指
導
員
の
と

り
ま
と
め
を
行
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

指
導
員
は
主
に
弓
道
経
験
の
あ
る
教

員
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
お
願
い
し
た
。

生
徒
８
人
に
対
し
て
１
人
の
指
導

員
が
つ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
調

整
を
図
り
、
事
前
に
打
合
せ
を
行
っ

た
上
で
授
業
に
臨
む
体
制
を
と
っ
た
。

⑤
学
校
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制

弓
道
の
授
業
を
行
う
に
あ
た
り
、

弓
具
の
保
管
場
所
の
確
保
と
管
理
、

地
域
指
導
員
の
受
け
入
れ
体
制
、
弓

立
て
や
矢
立
て
の
製
作
（
用
務
員
さ

ん
の
手
作
り
）
な
ど
、
充
実
し
た
授

業
に
向
け
て
の
組
織
的
な
協
力
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
授
業
の

記
録
や
そ
の
成
果
を
披
露
す
る
場
面

（
文
化
祭
発
表
）
も
設
け
る
こ
と
が
で

き
た
。

こ
う
し
て
、
多
く
の
協
力
を
得
て

弓
道
授
業
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
弓
道
授
業
で
は
、
そ
の
効
果
を

十
分
に
発
揮
す
る
た
め
に
も
、
ま
た
、

よ
り
安
全
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
も
学
校
全
体
で
こ
の
よ
う

な
環
境
整
備
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

（
１
）
授
業
計
画
に
つ
い
て

本
校
で
初
め
て
行
う
授
業
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
心
身
と
も
に
あ
る
程
度

成
長
し
て
お
り
、
学
習
規
律
も
定
着

２弓
道
授
業
の
実
践
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ねらい・学習活動時
間

学
習
Ⅰ
　
１
時
間

ま
と
め
　
　
２
時
間

学
習
Ⅱ
　
　
　
　
　
　
３
時
間

学
習
Ⅲ
　
　
　
　
　
　
４
時
間

学習活動における具体の評価規準 学習活動における具体の評価規準

・オリエンテーション
・単元の目標を知る。
・行射を見る。
・弓道の歴史や特性を知る。
・弓道場や用具の名称及び使用方法
・所作
・これからの練習方法
・これからの練習順序
・服装について
ねらい①　行射方法の習得
～射法八節を中心とした練習～
・ゴム弓を使用した練習
　～基本の動作練習～
・立射の動作を確認する
・弓を持っての練習
（執弓の姿勢・的前での動作）
・素引き練習
　～弓を使っての練習～
・ のつけ方
・矢の持ち方
・矢の番え方
・取り懸けの仕方
・離れの分習
☆安全確認をしっかり行う

ねらい②　習得した技能の段階に応じた練習
～段階１～
的前練習・近距離（５～６ｍ）から 80 ㎝の的をねらう。

～段階２～
的前練習・近距離（10ｍ）から 80 ㎝の的をねらう。

～段階３～
的前練習・近距離（10ｍ）から近的用（36 ㎝）の的をねら
う。

・簡略化した方法での競技会の実施

・まとめと反省を行う

課題学習
「立射の基本動作練習」
「射法八節の素引き練習」

運動への関心・意欲・態度 運動についての思考・判断 運動の技能 運動についての思考・判断
評価方法等

①弓道の特性に関心を持ち、楽しさや
喜びが味わえるように進んで学習しよ
うとする。
（◎新たに習う動作や用具に関心を持
ち、進んで質問したり、練習しようとす
る。）

①弓道の特性に関心を持ち、楽しさや
喜びが味わえるように進んで学習しよ
うとする。
（◎新たに習う動作や用具に関心を持
ち、進んで質問したり、練習しようとす
る。）

④用具や服装、練習場などの安全を確
かめたり、練習する上での安全に留意
して取り組もうとする。
（◎矢尻を人に向けない、行射中の人に
話しかけないなどの注意点を守ろうと
する。）

②礼儀を重んじて練習に取り組むとと
もに、仲間と協力して技能の向上に努
めている。
（◎技能面の練習だけではなく一つ一
つの動作を大切にし、仲間とともに練
習に取り組もうとする。）

④用具や服装、練習場などの安全を確
かめたり、練習や試合をする上での安
全に留意して取り組もうとする。
（◎矢とりの際の、安全確認をしっかり
行っている。）

③勝敗や結果を素直に受け入れようと
する。
（◎勝敗や結果にこだわらず、仲間を尊
重しながら正々堂々と競技に臨もうと
する。）
④用具や服装、練習場などの安全を確
かめたり、試合をする上での安全に留
意して取り組もうとする。（◎各自の責
任において用具の点検を行っている。）

②学んだ所作を活かし、場
に応じた行動ができる。
（◎挨拶を礼儀正しく行っ
ている。）

①資料や師範の動作、学ん
だことをもとに互いの修
正点を指摘し合っている
（◎良いイメージを持っ
て、仲間の行射との違いを
指摘している。）
②学んだ所作を活かし、場
に応じた行動ができる。
（◎仲間の行射をきちんと
した姿勢で見学する。）

②学んだ所作を活かし、場
に応じた行動ができる。
（◎仲間の行射をきちんと
した姿勢で見学している。
行射の入退場がしっかり
できる。）

①射法八節に従い、正しい
型で弓を引くことができ
る。
（◎一連の流れにそって弓
を引くことができる。）

②定められた作法により
射法八節を中心とした射
法の技能が習得できる。
（◎一つ一つの動作を流れ
に沿って行うことができ
る。）

③定められた作法により、
技能をいかした試合がで
きる。
（◎習得した技能を十分に
発揮している。）

②射法八節、施設や器具な
どの用語を理解している。
（◎練習における指導者の
使う用語の意味が理解で
きる。）

①弓道の特性や歴史を知
り我が国の伝統武道であ
ることを知っている。
（◎弓を使うことは、かつ
ては戦闘の一手段であっ
たが、心身鍛錬、精神修養
の武道として継承されて
いることを説明できる。）

関心・意欲・態度
（観察及び学習ノート）
①新しく習う用語や動きにつ
いて進んで質問する。
②技能を高める練習の場面
で、作法をおろそかにせず、一
つ一つの動作をしっかり行っ
ている。
③試合の結果を正しく記録し
ている。
④安全確認をして、練習に取
り組んでいる。

思考・判断
（グループ活動の観察及び学
習ノート）
①資料や師範の動作、学んだ
ことをもとに互いの修正点を
指摘しあうことができる。
②学んだ所作を活かし、場に
応じた行動ができる。

技能
（動きの観察）
①射法八節の動きがなめらか
にできる。大三をしっかりと
っている。
②弓の力を生かすために射法
八節を正確に行っている。
③競技会において正しい作法
を用いて、自己の技能を発揮
している。

知識・理解
（ノート・評価問題）
①弓を使うことは、かつては
戦闘の一手段であったが、心
身鍛錬・精神修養の武道とし
て継承されていることを説明
できる。
②練習中における助言の内容
を理解できている。
③競技の実施方法を理解して
いる。

②射法八節、施設や器具な
どの用語を理解している。
（◎練習における指導者の
助言の意味が理解でき
る。）

③競技の実施方法を理解
している。

実践の際、矢番え
指導に時間がかかっ
たため、細案で１時
間プラスして計画。

的からの距離は７・
８ｍくらいまでしか
伸ばせなかった。

段階１の学習時間を
２時間増やした。
実際、矢数をかけら
れるようになるまで
最低３時間欲しい

◎で表した部分は「十分満足できる」状況と判断する際の手がかりである。 旧指導要領の評価観点である。なお、波線部分は反省内容である。

資料１　指導計画と評価計画（３年生、10時間扱い）



「
正
し
い
取
り
懸
け
動
作
と
離
れ
」

に
つ
い
て
は
、
つ
ま
づ
き
や
す
い
と

こ
ろ
だ
け
に
丁
寧
に
時
間
を
か
け
て

指
導
し
た
い
。
今
回
取
り
入
れ
て
い

な
か
っ
た
離
れ
の
分
習
を
入
れ
る
の

が
よ
い
と
考
え
る
。

②
評
価
に
つ
い
て

評
価
計
画
に
沿
っ
て
、
生
徒
の
学

び
を
見
取
る
よ
う
努
め
た
。
的
に
つ

い
て
個
別
指
導
し
て
い
る
と
き
、
初

め
は
技
能
状
況
に
つ
い
て
担
当
の
生

徒
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
毎
時
間
担
当
グ
ル
ー
プ
を

外
部
指
導
員
と
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
さ

せ
て
、
全
員
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
工
夫
し
た
。
ま
た
、
最
後
の
競

技
会
で
は
、
あ
る
程
度
一
人
で
引
け

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
外
部

指
導
員
に
補
助
し
て
い
た
だ
き
、
教

師
は
一
人
一
人
の
行
射
を
見
る
こ
と

に
努
め
た
。

学
習
カ
ー
ド
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

授
業
時
間
内
に
す
べ
て
記
入
さ
せ
る

こ
と
が
難
し
か
っ
た
の
で
、
単
元
末

に
ま
と
め
て
評
価
す
る
と
い
う
形
を

と
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
全

体
計
画
を
見
直
し
、
余
裕
を
も
っ
た

授
業
細
案
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と

感
じ
た
。
ま
た
、
今
後
は
評
価
の
観

点
も
新
学
習
指
導
要
領
に
応
じ
た
内

容
に
変
更
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
る
。

（
５
）
安
全
指
導
に
つ
い
て

安
全
指
導
に
つ
い
て
は
、
行
動
の

仕
方
と
場
の
設
定
の
仕
方
の
２
面
か

ら
と
ら
え
た
。

①
行
動
の
仕
方

・
指
導
者
の
指
示
を
よ
く
聞
く

・
用
具
を
正
し
く
使
う

・
道
具
を
持
っ
て
練
習
す
る
と
き
は
、

間
隔
を
大
き
く
と
る
（
２
ｍ
以
上
）

・
矢
取
り
の
際
は
必
ず
声
を
か
け
る

・
畳
か
ら
矢
を
抜
く
際
は
、
必
ず
後

ろ
に
人
が
い
な
い
か
確
か
め
る
。

・
的
前
に
立
た
な
い
と
き
は
、
安
全

ラ
イ
ン
よ
り
前
（
的
側
）
に
入
ら

な
い

・
服
装
は
体
に
合
っ
た
大
き
さ
の
も

の
を
着
る
。
髪
は
ゴ
ム
で
ま
と
め

る
。
ピ
ン
留
め
は
使
用
し
な
い
。

・
行
射
し
て
い
る
人
の
そ
ば
に
い
か

な
い

・
矢
先
を
人
に
向
け
な
い

②
場
の
設
定
の
仕
方

行
動
面
で
の
指
導
を
行
っ
た
上
で
、

広
い
体
育
館
を
利
用
し
、
立
ち
入
り

禁
止
区
域
を
作
っ
た
。
具
体
的
に
は

的
前
に
立
つ
人
と
次
の
立
ち
を
待
つ

人
（
イ
ス
を
用
意
し
座
っ
て
待
つ
）

以
外
は
体
育
館
の
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン

を
超
え
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

に
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
弓
を
持
た

ず
に
グ
ル
ー
プ
練
習
を
行
う
生
徒
が

的
近
辺
で
混
雑
し
な
い
状
況
を
作
っ

た
。
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た
。弓

は
、
２
人
で
１
張
と
し
、
番
号

を
覚
え
、
毎
回
同
じ
も
の
を
使
わ
せ

た
。
ま
た
、
矢
は
２
種
類
の
長
さ

（
95
㎝
、
100
㎝
）
を
用
意
し
た
。
色
で

違
い
が
分
か
る
よ
う
に
し
、
身
長
に

合
わ
せ
て
長
さ
を
決
め
さ
せ
、
毎
回

同
じ
長
さ
の
も
の
を
使
わ
せ
た
。
そ

し
て
、
グ
ル
ー
プ
で
用
具
係
を
決
め

さ
せ
、
準
備
・
片
付
け
の
際
に
確
認

を
さ
せ
た
。
中
仕
掛
け
や

に
ぎ
り
、
、

粉
（
滑
り
止
め
の
粉
）
を
つ
け
る
な

ど
の
下
準
備
は
、
外
部
指
導
員
と
と

も
に
行
っ
た
。

安
土
（
畳
）
と
的
つ
け
の
準
備
、

片
付
け
に
つ
い
て
は
、
当
番
を
決
め

素
早
く
設
置
さ
せ
た
。
重
い
畳
で
あ

る
が
、
協
力
し
て
安
全
に
運
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
、
外
部
指
導
員
の

先
生
方
も
準
備
時
間
か
ら
生
徒
に
つ

い
て
安
全
指
導
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

こ
う
し
た
準
備
活
動
を
、
授
業
開

始
か
ら
５
分
以
内
に
終
わ
ら
せ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
道
具
を

使
う
授
業
は
、
準
備
が
す
べ
て
で
あ

る
。
授
業
の
充
実
を
図
る
た
め
に
は
、

こ
の
準
備
を
怠
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

道
場
が
あ
れ
ば
ま
た
違
う
だ
ろ
う
が
、

体
育
館
で
行
う
た
め
、
こ
の
準
備
に

力
を
入
れ
た
。

（
３
）
各
１
時
間
ご
と
の
授
業
の
流
れ

各
１
時
間
ご
と
の
授
業
の
流
れ
は
、

次
の
と
お
り
。

①
準
備
（
生
徒
た
ち
の
分
担
に
よ
り

行
う
）

▽
畳
並
べ
…
的
１
つ
に
畳
３
枚
を
体

育
館
の
壁
に
置
く
。
全
部
で
15
枚

用
意
す
る
。

▽
弓
具
準
備
…
弓
具
を
保
管
し
て
い

る
場
所
か
ら
す
べ
て
運
ん
で
く
る

（
安
全
面
を
考
慮
し
て
矢
は
職
員
室

に
保
管
し
、
教
師
が
運
ぶ
）。

▽
そ
の
他
…
体
育
フ
ァ
イ
ル
（
記
録

用
紙
を
は
さ
む
）、
筆
記
用
具
、
下

が
け
を
個
々
に
持
参
す
る
。

②
集
合
・
整
列
・
挨
拶
（
座
礼
）

③
準
備
運
動

教
科
リ
ー
ダ
ー
（
本
校
で
は
各
教

科
に
お
い
て
、
教
師
の
伝
令
役
な
ど

を
す
る
生
徒
の
リ
ー
ダ
ー
を
ク
ラ
ス

で
２
名
程
度
選
ん
で
い
る
）
の
指
示

で
動
く
。
授
業
の
進
度
に
沿
っ
て
、

射
法
八
節
・
ゴ
ム
弓
な
ど
の
練
習
を

含
む
。

④
課
題
把
握

１
時
間
ご
と
の
課
題
を
提
示
す
る
。

⑤
主
と
な
る
学
習
内
容

計
画
に
沿
っ
て
、
そ
の
時
間
ご
と

の
内
容
を
実
施
す
る
。

⑥
整
理
運
動

⑦
振
り
返
り

記
録
ノ
ー
ト
を
活
用
す
る
。
グ
ル

ー
プ
ご
と
に
話
し
合
い
、
授
業
を
振

り
返
る
。

⑧
次
時
の
予
告

⑨
挨
拶
（
座
礼
）

⑩
片
付
け

（
４
）
全
体
計
画
・
評
価
に
つ
い
て

①
指
導
計
画
に
つ
い
て

「
ね
ら
い
②
」
の
学
習
「
10
ｍ
先
の

的
を
ね
ら
う
」
ま
で
は
、
10
時
間
で

は
厳
し
か
っ
た
。
単
独
ク
ラ
ス
の
Ｃ

組
19
名
に
指
導
者
３
名
が
つ
い
た
場

合
は
、
他
ク
ラ
ス
に
比
べ
順
調
に
授

業
も
進
ん
で
い
っ
た
。
し
か
し
、
距

離
を
伸
ば
す
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
無
理
を
せ
ず

13
時
間
く
ら
い
で
「
５
〜
７
ｍ
先
の

的
を
ね
ら
う
」
の
が
適
切
で
あ
る
と

感
じ
た
。
今
年
度
に
は
必
修
化
を
見

据
え
て
、
１
・
２
年
生
の
授
業
に
取

り
組
む
予
定
で
あ
る
た
め
、
今
回
の

結
果
を
も
と
に
検
討
し
た
い
。

具
体
的
に
改
善
し
た
い
点
は
４
時

間
目
の
「
弓
を
使
っ
て
の
練
習
」
で

あ
る
。

の
付
け
方
や
矢
番つ
が

え
な
ど
、

時
間
が
か
か
る
内
容
が
多
い
た
め
、

あ
と
１
時
間
追
加
し
た
い
。
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あ
る
。
動
的
で
は
な
い
が
、
常
に
心

を
体
の
中
心
に
置
い
て
動
く
こ
と
で

体
の
軸
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
自
分
の
動
作
を
意
識
し
修
正
し

て
い
こ
う
と
す
る
こ
と
で
、
体
の
使

い
方
、
調
整
す
る
力
が
高
ま
る
。
ど

の
ス
ポ
ー
ツ
に
も
通
用
す
る
体
の
中

心
を
意
識
す
る
感
覚
や
、
体
幹
を
鍛

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

武
道
授
業
の
ね
ら
い
と
し
て
は
、

「
武
道
の
伝
統
的
な
考
え
方
を
理
解
す

る
。
相
手
を
尊
重
す
る
。
禁
じ
手
を

使
わ
な
い
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

弓
道
は
他
の
武
道
と
異
な
り
、
相
手

が
的
（
い
わ
ば
自
分
）
で
あ
る
。
自

分
と
の
闘
い
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
集

中
力
を
高
め
、
克
己
心
を
養
う
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
そ
の
集
中
力
を

保
つ
た
め
に
、
互
い
の
行
動
に
気
を

配
り
、
練
習
の
場
（
空
気
）
を
作
る

こ
と
で
、
仲
間
を
尊
重
す
る
態
度
を

養
う
こ
と
が
で
き
る
。
弓
道
は
、
そ

の
特
性
を
理
解
し
、
き
ち
ん
と
き
ま

り
さ
え
守
れ
ば
、
安
全
に
授
業
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
る
武
道
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
き
ま
り
を
守
る
こ
と
で
、

日
常
生
活
で
も
安
全
に
気
を
配
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

実
際
に
授
業
を
行
っ
て
み
る
と
、

自
分
が
考
え
て
い
た
以
上
の
、
多
様

な
効
果
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
し
て
、
事
前
・
事
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
で
は
、
弓
道
の
魅
力
の
と
ら

え
方
が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
も
知

る
こ
と
が
で
き
た
。
生
徒
一
人
ひ
と

り
が
体
験
し
た
中
で
培
つ
ち
か

っ
て
き
た
心

の
変
容
が
分
か
る
。

ま
た
、
弓
道
へ
の
不
安
・
恐
怖
心

は
、
７
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た
の
み
で

あ
っ
た
が
、
同
じ
生
徒
が
恐
怖
心
を

抱
い
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

弓
道
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
怖こ
わ

さ
を
感
じ
た
生
徒
も
い
た
よ
う
で
あ

る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、「
気
を
つ
け

な
い
と
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
る
か

ら
」「
弓
の
力
に
負
け
そ
う
」
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
安
全
面
に

対
す
る
慎
重
な
心
構
え
か
ら
く
る
も

の
で
あ
り
、
弓
道
を
学
ぶ
上
で
大
切

な
要
素
で
あ
る
。
こ
の
結
果
を
真し
ん

摯し

に
受
け
止
め
て
、
今
後
の
指
導
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
生
徒
か
ら
授
業
後
に
、「
弓

道
の
持
つ
楽
し
さ
に
触
れ
、
積
極
的

に
技
能
向
上
に
努
め
た
」「
や
れ
ば
や

る
ほ
ど
そ
の
奥
深
さ
に
触
れ
、
楽
し

さ
が
増
し
た
」「
弓
道
を
通
し
て
、
仲

間
と
支
え
合
う
こ
と
が
で
き
た
」「
課

題
克
服
に
、
諦
め
ず
取
り
組
む
こ
と

の
大
切
さ
に
気
付
い
た
」「
礼
に
気
持

ち
を
込
め
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ

と
と
も
に
、
他
を
思
い
や
る
こ
と
の

大
切
さ
に
気
付
き
、
日
常
と
の
か
か

わ
り
に
つ
い
て
考
え
た
」
な
ど
の
感
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（
６
）
基
本
の
姿
勢
・
動
作

１
時
間
目
に
立
ち
方
、
座
り
方
、

立
礼
、
揖ゆ
う

、
座
礼
の
意
味
と
動
き
を

指
導
し
た
。
ま
た
、
体
育
館
で
あ
っ

て
も
稽
古
場
（
道
場
）
で
あ
る
と
い

う
意
識
を
持
ち
「
お
願
い
し
ま
す
」

と
い
う
気
持
ち
を
込
め
て
一
礼
を
し

て
入
っ
て
く
る
こ
と
、
履
き
物
を
そ

ろ
え
て
置
く
こ
と
を
指
導
し
た
。
ま

た
、
正
座
は
す
る
べ
き
時
の
判
断
基

準
を
は
じ
め
に
与
え
、
各
自
の
判
断

に
基
づ
い
て
行
動
さ
せ
る
よ
う
に
し

た
（
身
体
的
理
由
が
あ
る
生
徒
は
無

理
を
さ
せ
な
い
）。
正
座
を
す
る
場
面

と
し
て
は
、

の
着
脱
の
時
、
仲
間

の
行
射
を
見
学
す
る
と
き
が
望
ま
し

い
と
考
え
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
道
具

や
仲
間
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
姿

勢
で
表
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。

ま
た
、
互
い
に
気
持
ち
よ
く
学
び

合
え
る
場
を
作
ら
せ
た
い
と
考
え
、

互
い
を
思
い
や
る
心
を
持
ち
、
自
ら

考
え
行
動
す
る
こ
と
が
、
礼
を
尽
く

す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
伝
え
た
。

（
１
）
導
入
時
の
興
味
づ
け

事
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
弓
道

へ
の
興
味
・
関
心
が
高
い
こ
と
が
分

３事
前
・
事
後
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り

か
っ
た
（
資
料
２
）。
そ
の
興
味
・
関

心
を
さ
ら
に
深
め
る
手
段
と
し
て
次

の
３
点
の
指
導
を
行
っ
た
。

①
実
際
の
行
射
を
見
せ
る
。
静
寂
の

中
に
響
く
弦
音
や
的
を
射
抜
く
音
、

射
手
の
気
迫
な
ど
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
。

②
早
い
段
階
で
弓
具
に
実
際
に
触
れ

さ
せ
て
、「
引
い
て
み
た
い
」
と
い

う
意
欲
を
高
め
る
（
安
全
指
導
を

し
、
指
導
者
の
安
全
管
理
の
も
と

で
）。

③
歴
史
や
特
性
に
触
れ
、
生
徒
の
知

的
好
奇
心
を
引
き
出
す
（「
筈は
ず

」

「
掛
け
（
懸
け
）
替
え
の
な
い
」
と

い
っ
た
弓
か
ら
発
生
し
た
言
葉
を

紹
介
す
る
な
ど
、
他
教
科
の
内
容

と
か
ら
め
て
話
す
の
も
有
効
）。

（
２
）
弓
道
の
も
た
ら
す
効
果

子
ど
も
の
体
力
低
下
が
騒
が
れ
る

中
、
動
き
の
少
な
い
弓
道
で
ど
の
よ

う
な
体
力
が
高
ま
る
の
か
と
い
う
疑

問
が
あ
げ
ら
れ
る
か
と
思
う
。
弓
道

は
「
実
際
に
弓
を
引
く
た
め
の
射
法
し
ゃ
ほ
う

八は
っ

節せ
つ

」
と
「
行
射
に
入
る
た
め
の
基

本
の
姿
勢
・
動
作
」
が
主
な
動
き
で
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１．弓道に興味がありますか？

しな味興りあ味興
85.2％ 14.8％

興味ない理由
・身近ではない ・やったことがない
・何とも思わない ・肩が痛くなりそう

資料２　事前、事後アンケート

２．弓道をやってみたいですか？

えいいいは
98％ 2％

やりたくない理由
・難しそう ・興味がないから

３．弓道の魅力は何だと思いますか？
・集中力がつく ・カッコイイ
・姿勢が良くなる ・的に当てる楽しさ

４．不安はありますか？

いなるあ
56％ 44％

不安である理由
・矢が人に刺さりそう ・難しそう
・肩が痛くなりそう ・力がない
・怖い

１．楽しかったですか？

えいいいは
98％ 2％
「いいえ」の理由 ・難しかったから

「いいえ」の理由 ・難しかったから

２．またやってみたいですか？

えいいいは
98％ 2％

３．怖さはまだありますか？

えいいいは
49％ 51％
怖い理由
・気をつけないと大きな事故になるから
・弓の力に負けそう

４．弓道の魅力は何だと思いますか？

事前アンケートに比べ、楽しみ（魅力の）幅が広がった。
引くこと自体への楽しみを見いだした生徒も多かった。

・的にあてたときの爽快感、喜び　・自分との闘いであること
・離れの時の感覚　・練習するほど上手くなるところ
・静かな中で引くこと、落ち着くところ　・引いているときの空気
・打つこと自体が楽しい　・的にあたる音
・「次こそは」とどんどん意欲が出てくる　・礼儀を学べるところ
・運動が苦手な人も、誰でも楽しめる

〈事前〉 〈事後〉



心
構
え
な
ど
「
弓
道
の
理
想
」
を
追

究
し
、
完
璧
に
行
わ
せ
よ
う
と
す
る

の
は
年
間
13
時
間
の
授
業
で
は
無
理

で
あ
る
。

ま
た
、
必
修
化
と
な
れ
ば
、
選
択

授
業
と
は
違
い
、
本
人
が
希
望
し
な

く
て
も
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

な
る
。
そ
う
し
た
こ
と
も
考
慮
し
、

１
時
間
１
時
間
に
楽
し
さ
を
味
わ
え

る
工
夫
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
そ
し
て
、
指
導
者
と
し
て

（
私
自
身
が
）
弓
道
を
よ
り
深
く
学
び
、

授
業
で
取
り
扱
う
内
容
を
精
選
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

で
き
れ
ば
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で

「
ぜ
ひ
生
徒
に
触
れ
さ
せ
た
い
内
容
」

を
厳
選
し
、
弓
道
の
魅
力
を
伝
え
て

い
き
た
い
。
た
だ
し
、
他
の
種
目
と

同
じ
よ
う
に
、
授
業
で
行
っ
た
内
容

は
「
技
能
」
や
「
楽
し
さ
」
の
一
端

で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
奥
が
深
く
学
ぶ

べ
き
こ
と
も
多
い
と
い
う
事
実
も
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。

授
業
後
、
弓
道
の
世
界
に
入
ろ
う

と
い
う
生
徒
に
は
、
弓
道
経
験
者
と

は
い
え
な
い
域
に
い
る
こ
と
を
自
覚

し
、「
一
か
ら
学
ぶ
」
と
い
う
気
持
ち

で
取
り
組
ん
で
欲
し
い
と
考
え
る
。

そ
し
て
、
日
々
鍛
錬
し
て
い
け
ば
、

授
業
で
味
わ
っ
た
楽
し
さ
、
ま
た
は

そ
れ
以
上
の
楽
し
さ
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
る
と
思
う
。
そ
う
し
た
き
っ

か
け
に
な
る
よ
う
な
授
業
作
り
を
し

て
い
き
た
い
。

（
５
）
今
後
、
必
修
化
に
向
け
て
取
り

組
む
べ
き
こ
と

何
と
い
っ
て
も
、
指
導
者
の
充
実

が
重
要
で
あ
る
。
保
健
体
育
教
員
を

対
象
と
し
た
弓
道
講
習
会
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
や
外
部
指
導
員
の
確
保
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
特
に
弓
道

は
経
験
者
が
少
な
く
、
実
際
に
教
え

る
の
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
必
修
化

に
向
け
て
弓
道
を
行
う
学
校
を
拡
大

し
て
い
く
た
め
、
こ
れ
ら
の
対
応
が

急
務
で
あ
る
。

本
校
に
は
自
分
以
外
に
２
名
の
保

健
体
育
教
諭
が
い
る
が
、
こ
の
教
諭

と
と
も
に
弓
道
授
業
を
行
い
、
弓
道

経
験
が
な
く
て
も
外
部
指
導
員
と
協

力
し
て
授
業
を
進
め
る
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
な
ど
の
伝
達
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
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想
を
手
に
し
た
。
そ
し
て
、
弓
道
の

授
業
に
よ
り
、
①
「
弓
道
自
体
が
持

つ
楽
し
さ
」、
②
「
弓
道
を
通
じ
て
の

学
び
」、
③
「
日
常
生
活
と
の
か
か
わ

り
」
の
３
つ
の
効
果
に
気
づ
い
た
。

さ
ら
に
、
外
部
指
導
員
の
協
力
を

得
た
こ
と
で
地
域
と
の
つ
な
が
り
が

深
ま
っ
た
。
ま
た
、
学
習
の
成
果
を

発
表
す
る
機
会
が
設
け
ら
れ
、
地
域

に
授
業
の
成
果
を
発
信
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
生
徒
に
と
っ
て
も
、
緊
張

を
克
服
し
、
的
と
向
き
合
う
体
験
を

持
つ
こ
と
で
、
大
き
な
自
信
が
得
ら

れ
た
。

（
１
）
場
所
、
道
具
の
必
要
性

前
任
校
で
選
択
授
業
（
弓
道
）
を

行
っ
た
際
、
道
場
は
必
要
不
可
欠
と

思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
今
回
の
経

験
を
通
じ
て
、
授
業
で
は
的
ま
で
そ

れ
ほ
ど
長
い
距
離
を
必
要
と
し
な
い

こ
と
が
分
か
り
、
場
所
は
体
育
館
で

４必
修
化
へ
の
課
題

も
十
分
で
あ
る
と
感
じ
た
。
生
徒
数

に
応
じ
て
道
場
と
体
育
館
を
使
い
わ

け
る
の
も
よ
い
が
、
道
場
だ
と
天
候

に
左
右
さ
れ
る
た
め
、
外
部
指
導
員

を
招
い
て
の
授
業
で
は
調
整
が
困
難

で
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
道
場
の
持
つ
特
有
の
空
気
を
味

わ
わ
せ
る
こ
と
も
大
切
な
要
素
で
あ

る
と
思
う
の
で
、
道
場
を
持
た
な
い

学
校
で
あ
れ
ば
授
業
の
最
後
に
地
域

の
道
場
で
引
か
せ
る
な
ど
の
工
夫
を

す
る
と
よ
い
で
あ
ろ
う
。

弓
具
に
つ
い
て
は
、
身
に
つ
け
る

も
の
（

・
胸
当
て
な
ど
）
は
１
人

に
１
つ
ず
つ
、
弓
・
ゴ
ム
弓
な
ど
は

２
人
に
１
つ
欲
し
い
。
さ
ら
に
、

は
着
脱
に
時
間
を
要
す
る
た
め
簡
単

に
で
き
る
よ
う
な
工
夫
が
欲
し
い
。

中
学
生
で
あ
れ
ば
柔
ら
か
帽
の

が

望
ま
し
い
。
実
際
の
授
業
で
は
、
矢

こ
ぼ
れ
や
暴
発
が
な
く
、
安
全
に
行

射
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

弓
具
が
足
り
な
い
場
合
は
、
弓
道

関
係
者
に
相
談
し
、
借
用
手
続
き
な

ど
を
確
認
し
て
、
必
要
数
を
そ
ろ
え

る
な
ど
の
準
備
が
必
要
で
あ
る
。

（
２
）
外
部
指
導
員
導
入
に
あ
た
っ
て

の
留
意
点

私
の
場
合
、
外
部
指
導
員
の
先
生

方
な
く
し
て
は
授
業
の
成
立
は
あ
り

得
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
指
導
に
あ
た
る
際
の
連
携
、
事

前
の
打
ち
合
わ
せ
は
欠
か
せ
な
い
と

考
え
て
い
た
が
、
学
級
経
営
、
部
活

動
な
ど
、
じ
っ
く
り
と
打
ち
合
わ
せ

る
時
間
を
持
て
な
い
現
状
が
あ
り
、

外
部
指
導
員
の
先
生
方
に
は
ご
迷
惑

を
か
け
て
し
ま
っ
た
。

導
入
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点
と
し

て
は
具
体
的
に
左
記
の
２
点
を
紹
介

し
た
い
。

①
学
校
の
日
課
表
と
授
業
日
程
を
水

沢
弓
道
会
に
連
絡
し
、
指
導
員
の

調
整
を
図
っ
て
い
た
だ
く
。
そ
し

て
、
授
業
開
始
前
に
指
導
員
と
教

師
と
で
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
方

向
性
を
確
認
す
る
。

②
弓
道
は
専
門
用
語
が
多
く
、
し
か

も
流
派
に
よ
っ
て
基
本
動
作
の
違

い
が
あ
る
。
用
語
・
基
本
動
作
・

射
法
八
節
に
関
わ
る
動
き
に
つ
い

て
は
生
徒
に
伝
え
る
内
容
の
調
整

を
確
実
に
行
う
。

（
３
）
男
女
共
習
の
課
題

弓
道
は
、
個
人
の
体
格
・
体
力
に

合
っ
た
道
具
を
使
用
す
る
こ
と
で
誰

に
で
も
行
え
る
武
道
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
男
女
共
習
も
充
分
に
実
施
可

能
で
あ
る
。
学
校
の
実
態
に
合
わ
せ
、

共
習
さ
せ
る
と
よ
い
で
あ
ろ
う
。
本

校
で
は
、
１
年
生
の
体
育
は
男
女
共

習
で
あ
る
。
そ
の
流
れ
で
男
女
共
習

の
弓
道
を
行
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
２
・
３
年
生
は
男
女
別
に
体

育
授
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
武
道
の

時
間
だ
け
、
男
女
共
習
と
し
「
柔
道
」

「
弓
道
」
か
ら
選
択
さ
せ
る
こ
と
も
で

き
る
だ
ろ
う
。

本
年
度
は
自
分
が
受
け
持
つ
２
年

生
女
子
に
20
時
間
行
う
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
３
年
生
の
選
択
授
業
を
受
け

持
つ
こ
と
に
な
る
の
で
、
男
女
共
習

で
生
徒
を
募
る
予
定
で
い
る
。

（
４
）
ど
の
よ
う
な
授
業
作
り
を
目
指

し
た
ら
よ
い
か

私
は
高
校
・
大
学
と
弓
道
部
に
所

属
し
練
習
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

部
活
動
の
感
覚
で
授
業
を
行
う
こ
と

は
で
き
な
い
。
射
法
八
節
や
所
作
、
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指導者として弓道をより深く学び、授業で取り扱う内容を精選していくことが大切である。
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と
で
、
公
立
学
校
に
お
い
て
も
、
教

師
の
人
事
異
動
に
左
右
さ
れ
ず
弓
道

授
業
の
定
着
を
図
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
わ
れ
る
。

今
回
の
経
験
を
通
し
て
、
弓
道
の

授
業
は
他
の
単
元
に
比
べ
て
準
備
や

指
導
に
か
な
り
の
手
間
は
か
か
る
が
、

そ
の
分
を
差
し
引
い
た
と
し
て
も
授

業
を
実
践
す
る
価
値
は
十
分
に
あ
る

と
実
感
し
た
。

今
後
、
弓
道
授
業
を
普
及
さ
せ
て

い
く
に
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
教

師
一
人
で
授
業
を
成
立
さ
せ
る
こ
と

は
難
し
い
と
い
う
課
題
が
残
る
。
し

か
し
、
小
規
模
校
な
ど
少
人
数
で
授

業
を
行
っ
て
い
る
学
校
に
お
い
て
は
、

環
境
が
整
え
ば
教
師
一
人
で
あ
っ
て

も
授
業
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
生
徒
数
に
応

じ
て
対
応
で
き
る
指
導
者
の
数
が
変

わ
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

５お
わ
り
に

ま
た
、

を
着
脱
し
や
す
い
も
の
に

す
る
な
ど
、
弓
具
の
改
良
を
図
る
こ

と
で
さ
ら
に
授
業
が
進
め
や
す
く
な

る
と
も
考
え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
理
想

は
普
段
行
っ
て
い
る
授
業
と
同
様
に

弓
道
の
授
業
を
実
践
で
き
る
こ
と
で

あ
る
が
、
授
業
の
進
め
方
、
弓
具
の

改
良
な
ど
で
、
よ
り
実
践
し
や
す
い

授
業
作
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

岩
手
県
で
は
、
今
年
度
か
ら
体
育

に
弓
道
を
導
入
す
る
学
校
が
２
校
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
私
が
所

属
す
る
奥
州
市
教
育
研
究
会
体
育
部

会
に
お
い
て
も
、
弓
道
の
楽
し
さ
を

味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
８
月

の
研
修
会
で
弓
道
を
紹
介
す
る
こ
と

に
し
た
。
弓
道
の
持
つ
教
育
効
果
を

理
解
し
て
い
た
だ
き
、
平
成
24
年
度

の
武
道
必
修
化
に
向
け
て
授
業
に
取

り
入
れ
る
学
校
が
増
え
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

今
回
の
授
業
実
践
に
あ
た
っ
て
は
、

多
く
の
方
々
の
支
え
に
よ
り
授
業
を

成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ご
支

援
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
方
々
に
感

謝
し
た
い
。
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